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教育目標： ○元気な子　○やりとげる子　◎考える子　○思いやりのある子

めざす学校像： 保護者や地域から信頼される学校

めざす児童像： 子どもたちが主体的に学び活動する学校

めざす教師像： 教職員が協働して教育活動を創造していく学校

努力指標 努力指標 成果指標 成果指標

（中間） （最終） （中間） （最終）

〇NIEや図書資料の活用とともに、GIGA スクール構想に
よる１人１台のタブレット型PCやＩＣＴを活用した授業改善
を図り、情報活用能力のより一層の伸長を図る。
〇校内研究では国語科を中心として児童に情報収集・
整理・分析・表現・発信できる力を育成する。 3 4

〇ICTを活用して、児童に分かりやすく提示したり、説明したりする
ことができた。また、教科書のQRコード付きの資料を有効的に
使った。
〇タブレットで植物の生長の様子を画像に納めて振り返りを行っ
たり、思考ツールを用いたりして情報活用能力の育成に努めた。
△低学年では特にタブレットの準備や片付けに時間がかかてしま
う傾向がある。

・タブレットは全学年において様々な場面で積極的に活用している
が、今後は効果的な活用や多くの情報の中から正しい情報を取捨
選択していける情報活用能力を身に付けさせていく。

〇図書館の活用、地域教材の開発や地域人材の活用を
通して、学ぶ楽しさと学び方を指導する。
〇東京ベーシックドリルを活用して反復学習を習慣化
し、未習熟事項を残さない。
〇習熟度別指導、算数補習教室を実施し、個別最適な
学びの充実を図る。 2 4

〇総合的な学習の時間や国語の学習で学校司書と連携して図書
資料を活用できた。
〇習熟度別指導は個別最適な学びを深めるのに有効であった。
〇東京ベーシックドリルは学期末ごとに振り返りとして実施したこ
とで、児童がどこでつまずいているのか教師が課題に気付き、そ
の後の指導に生かすことができた。
△習熟度別指導は人数の関係で、希望者全てが、児童の進度に
合ったコースにいくことができていない。

司書教諭と図書司書の連携をさらに強化し、調べ学習の充実を図
るなど、図書館の有効な活用についての方策を検討する。
・今後も反復学習に継続的に取り組ませることで、基礎基本の確
実な定着を目指す。
・習熟度別指導で児童の実態に合わせた指導を継続していくこと
で個別最適な学びの充実を目指す。

○ブログやスクールメール、デジタル連絡ツール「スクリ
レ」を活用し、日々の教育活動を積極的に発信する。
○コミュニティ・スクール協議会等の意見を生かしなが
ら、地域の期待に応える教育活動を推進し、地域との連
携を図った教育活動を発展的に継続する。
○地域の人々などと触れ合う学習を計画して多様な価
値観や生き方に触れる機会をつくる。
〇小・中連携事業として一中学区小中学校において、国
分寺市を知り、郷土を愛する心情を育てる。

2 4

〇ブログをこまめに配信し、スクリレによるデータ配信を充実させ
たことで、学校生活を積極的に保護者・地域へ情報発信すること
ができた。
〇地域と連携した教育活動を展開することができた。
△CSとしての取組が前例踏襲になりがちであり、新たな地域素材
の開発に結びつかない。
〇国分寺学の本格実施に向けて中学校区で話し合った内容を取
り入れた学習系統表を作成できた。今後、国分寺学の意識化を
図っていくことが課題である。

・全学年で地域と連携した教育活動を実施しているが、「国分寺
学」の学びを深めていくためにも中学校区における情報共有を計
画的、継続的に行っていくことで、新たな人材や地域素材を開発
する。

〇10月末の周年行事へ向けて、保護者・地域に積極的
に協力を仰ぐため、学校だよりに学校ボランティアを募
集するＱＲコードを掲載し、周知徹底を図る。
〇周年記念集会では、ＰＴＡと共に子どもたちの心に残
るような企画立案や、卒業生である保護者や地域の方
に講演を依頼し、地域とともに祝う周年行事を目指す。 2 4

〇周年行事へ向けて地域と連携し、校歌の編曲にも携わっていた
だいた。
〇ボランティア募集ではＱＲコードやボランティア通信を作成し、よ
り広く周知したことで、保護者ボランティアとして関わっていただい
た。
〇周年行事へ向けて航空写真やＤＶＤ作成、校内展示の作成を
計画的に行っている。
△行事等ではもっと保護者の協力をお願いしたい。

・今年度は、校外学習や体力テスト、サマースクール、行事等、多
くの場面で保護者のボランティアを募った。早めに募集をかけるこ
とやボランティアの内容について、事前にもっと知りたいとの声が
あったため、今後はボランティアの仕事内容を分かりやすく伝える
とともに気軽に参加できるようなシステムを構築する。

〇「自分を大切に 友だちを大切に 一人一人を大切に
国分寺を大切に」を五小の合言葉に、互いのよさを認め
温かい声掛けのできる学級づくりを行う。
〇道徳教育は教育活動全体を通して継続して取り組
み、授業のキーワードを記入した記録を教室に掲示す
る。
〇特別支援教室担当教員を中心に特別支援教育の理
解教育に努め、教職員・児童のみならず、保護者・地域
にも特別支援教育の理解を深める。

3 4

〇休み時間には子供たちと遊び、児童の良さを積極的に認める
指導を行っている。
〇帰りの会では友達のよいところを発表する機会を設定したこと
で自己肯定感を高めることができた。
〇特別支援教室巡回教員による、教員、児童、保護者に対する理
解教育の取組が充実している。新入生保護者会等でも特別支援
教室の説明を行うことで、就学前から理解を深めていただくよう努
めている。
△年間計画に理解教育のための時間を設定し、発達段階に合わ
せて指導を行っていくことが課題である。

・自己肯定感を高める指導を行い、今後も児童一人一人の居場所
がある温かな学級づくりに努める。
・互いの違いや良さを認め合えるような指導を目指す。
・理解教育についての年間計画を作成する。

〇保護者・地域と連携し、学校・家庭・地域において、適
切な言葉遣いや挨拶のできる環境を整え、実践力を育
てる。
〇クラブ活動や児童会活動、縦割り班活動等の充実を
図り、異学年活動を通して交流を深めることで帰属意識
を育む。 4 4

〇挨拶を自発的に行える児童が多い。
〇乱れた言葉遣いしていたら、すぐに注意を促し、正しい言葉遣
いを意識させた。
△自分からすすんで挨拶をするところまでには高まっていない。
〇定期的に縦割り班遊びがあったことで普段関わりの少ない学年
と交流を深めることができた。
〇クラブ活動では異学年で交流できるよう座席の配置や班構成を
工夫した。

・挨拶については、個人差や学年差が大きく、全体的には自分か
らすすんで挨拶するまでは高まっていない。まずは教員がすすん
で挨拶をすることで挨拶があふれる学校づくりを目指す。
・特別活動を中心に、様々な場面における異学年交流の機会を確
保していく。
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人権尊重の
精神を育成
し、豊かな心
を育てる教育
を充実する。

〇自尊感情の向
上を図る。
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考え、豊かに
表現し、実践
できる力を育
成する。

○情報活用能力
を育成するための
活動を充実させ、
豊かな表現力と実
践力を育成する。
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地域社会との
連携を深めた
教育活動を
展開する。

〇分かりやい言葉
で、保護者・地域
の方々へ積極的
に情報発信する。
○保護者・地域か
らの情報を生か
し、児童が地域の
ためにできる学習
活動を模索し、開
発する。
〇地域の特性を
生かした「国分寺
学 」の創出に向
け、小・中連携教
育の推進を図り、
各教科等において
授業改善を進め、
学力の向上を図
る。

分析コメント 改善策領域 中期目標 短期目標 具体的方策


